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問 1 与 式 = - 8 + 36 ÷ 9

= - δ + 4

= 一～
3 ( 7 atb ) - 5 ( 4 a - b )

問 2 与 式 =

15

=21 at 3 b
- 20 at 5 b

15

a ← 8 b
ニ

15
mm

問 3 与 式 = E × 2√6 + 96 - 206 - 9
= 12 + 76 . 9

= 3 + 7 i6
mm

問 4 4 x t 32 = 7x + 5

ー 3 x = - 27
x

= 9 ～
～

問 5 2 x + 3 y= 1 人 の ①{ 8x + 9 y = 7 ー ②

①× 4 - ② より

8 x t 12 y = 4

8 x t 9 y = 7)-

3 y = - 3 : y = - 1



y = - 1 を① に 代入 して

2x + 3
×
( - 1 ) = 1

2 x = 4

x = 2

よて x
=

2 . y
=
-ymnm

問 6 解 の 公式 より
- (- 3) ± √ (-3 ) 2 - 4 × 2 × (- 6 )

OC =

2 × 2

=

3凸
問 7

赤 白 青 し 青 2
, 青 3 .

青 4 の 6 個 から 2個

取 り 出 す 方法 は
(赤 白 )

,
(赤 青 い (赤青 2 ) .赤

,
青 3 )

(赤 青 4 )
( 白

青
い ( 白青

2 ) ( 白 青 3 ) ( 白 , 青 4 )
(青 1 . 青 2

)

.( 青1 , 青
3

) . ( 青い青
(青 2

,
青 3 )

(

青2 .青
(青 3

.

青 4 )
で 15 通 り

。 このうち 2 つとも 青 の 取 り 出 し 方
は

6 通り
。
よって 求 める確率 は

参憑



問 8

/
200

ー

900

30
~

(

) 200

BE に 対 する 円周角 は 等 しいので
LBAC = LBDC = 200

LACB は 直径 に 対 する 同周角 なので
LACB = 900

OBCD において
,

三 角形 の 内角 の和 は 180
”

なので
LCBD T LBDC + LDCB =18
～
∞

～ x300

よって

30 + 20 + 90 t x = 180

x = 4～



問 9

点 O を通りの

直線C に迫
な線 を描 く

② ① と 月 O の 交点
のうち

。

l から 遠い

→. 方 の 点 が P となる
。

回
問 1

ー
a
～

ィ \

/⑩ \

ィ い{! k. ィ

/

\
@

/



OABD は 直角 =等辺
ー a ～ 角形 なので
1

DB = Ia

a { ⑤

点 E は DB の 中点 なので
1

-

Ib
\ ) DB-a 2簿
ta

同 様 に O EF G は 直角 =等辺三角 形 なので

EGIb ⑩ EF : EG : F G = : "昨 より

EG : FG = 1 : Ʃ ⇒ EG = IFG
よて

BG = ま a - Ib
点 Q は BG の 中点 なので

GQ = I ( ほ a - Ib )
よって

EQ = 土 ( Ia - Ib ) -bm
～ m

GQ EG

=

2Ia -2 Eb Ib



=

a - b + 2 b

2k

a t b
ニ

2√s
cm
ー の

一方 □ PQR S の 周 の

長 さが lom なので

PQ = ④ lcm
I , OEPQ は 直角 =等辺
l
平 三角形 なので

、

い

い EQ = 主 Ie

=4 cm 一 ②

①
.

② より

:4 ) 両辺 × 42

2 (atb ) = &

よって

l = 2at 2bmmm



問 2

BA = OA - 0 B

= a - b

点 M は AB の 中点 なので

BM = I ( a - b )

よって
OM = b - Ila - b )

b
= Ia + Ib

ー … い い
ー

a ー =
したがて

l=× 2 ×π ← 出
= I ( atb ) π cm

よって

(a - b ) l = 4 latb(a - b ) π ー の

また 線分 OA を 半径 とする 扇形 の 面積 は

axa ×π × I = - #A ' πcm



線分 O B を 半径 とする 扇形 の 面積 は

b × b × T π ×I = 山 bπ cm
2

よって

S = 4 a
'

π - 出 b π
= # π (a - b

=

)

= # ( atb ) ( a - b ) π ー②

の . ② より S = ( a - b ) l ( 証明終わり )

③
問 1 点 P は l : y = * xt 1 のグラフェにあり

は = 1 なので

- 、 = 土xt 1 ⇒ 1 x = - 2 :
x =
- 4～

②

問 2

点 B は e : y = 4 xt 1 のグラフェにあり Y = 0

なので

O = Ixt 1 : .x = - 2 : B (- 2 , 0 )



↓直線m 線分 BP が 軸 により

Y =⇒ x+ 1 = 等分 されるので ,

.

2 ⑧← P
点 P の 座標 は ( 2 .

2 )

い

っ

い 議 3 である
⑤ > x

2 ;B
m…

. 2
また 。 直線 m は A ( 3- 2 )

を通 る
。

迫線 m の 式 を Y = ax t b とすると 1次関数
では 傾 き = 変化 の 割合 なので

a =

Y の 増加量
x の 増加量
- 2 - 2

=

3 - 2

= - 4

よて ,
Y

= - 4 x t b で
,

P ( 2 , 2 ) を通 るので

2 = - 4 × 2 th ⇒ b = 10

したがって直線 m の 式 は y = - 4 xtto
～ " B エ



問 3

点 P の x 座標 を t とする 。

ー

七
ー 七

.

点 P は Y = 1 x + 1 のグラフ

上 にあるので

幽 議 y = It + 1

∴ . P (
t

.

It + 1 )

点 Q は 点 P と Y軸 に

ついて 対称 なので
Q ( - t

. Itt 1 )

よって
,

OBPQ の 面積 は

I × 2 t × ( It + 1 ) = It + t 一
の

次 に
, 点 A を 通 り l に

平行 な 直線C を 引 く
。

l' : y = axtb とおくと
1

lxeay a = 1

ー : は : xcit でAl-

"

を 通 るので

- 2 =±× 3 + b

⇒ b = - 7



∴ e" y = Ix - I7

l
'

c x軸 との 交点 を A
'

とすると , A
'

α Y 座標 は

O なので

0 = 1 x - i
7
⇒ x = 7 : A

(
7 .o )
～

OAPB と OA
'

PB は 底辺高 さが 等 しので
面積 も 等 しい 。 OA ' PB

の

面積 は

土人 ( 2 + 17 ) × Itti)
(

=② ( It + t ) - ②
BP

OBPQ = 20 APB と ①
,

② より

Ittt = 21 It +) }
It ' tt = t + 9

∴ .tt 2 t = 9 t + 18

t
-
7 t- 18 = 0

( t - 2 )(, t - 9 ) = 0

ヒ = - 2
,

9
.

t 7 o より t = 9

よて 、 点 P の x座標 はQ



し
400 ADIBC AQIDC

170 (
より □ AQCD は 平行

)
ar 四辺形 である 。よて

ニ ノ ィ

AQ = DC
.^

1 l 00
^

\
'700 へ(700 また , 仮定 より A B = DC

なので

AB = AQ ⇒ OABQ は = 等辺三角形
∠ AQB = 180- LAQC より LAQB = 70

.

よって , LABQ = LAQ B = 7
O

さらに , ∠ BAQ = 180 - < ABQ -LAQB = 40

AD 1/ BC より 錯角 が 等 しので
∠ DAQ = LAQB = 70

”

以上 より σ APD において 三角形 の 内角 の 和 は

/ 80
”

なので

LAPDTLDAPTLADP =18
～as

よって

∠ ADP = 180
-

110 - ar

= ( 70 - a ) 度
～～



問 2

①

OASDCOCSQ に

0 X
おいて

,

ADNQC より 錯角 が
等 しいの

X
0

∠ SDA = LSQC ー の
LSAD = LSCQ 一 ②

①
.
② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しいので
OASD ∞ OCS Q (証明終わり )

② やや 難

ー ②
ー

ィ

?
ー③ ー



ノ

ー②
,

③
ー

① より OASDSOCSQ なので 対応 する 辺 の 比 は

等 しから

PS
: SR = AD : QC

- 2 : 3

し%@
③ ⑤
⑧

また O DRS C ODPQ において

RS / 1 PQ より 同 位角が 等 いの
LDRS = LDPQ ー ①

∠ DSR = LDQP ー ②

①
.

② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しいので
ODRS S O DPQ

.

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので
RS : PR = DSDR

= 2 = 5
～

⇒ RS =②
.
PQ =⑤

と 表 す
ー

一 ③



二

③④ ～②

^
③←

-
i
.

O BQP E OBCA において ,

PQ 1 / AC より 同位角 が 等 しので
∠ BQP = 2 BCA ー ③
∠ BPQ = LBAC ー ④

③ . ④ より2 組 の 角 がそれぞれ 等じので⑨OBQPSO BCA

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

PQ : AC = BP : BA
= 1 = 4

.

⑦ より PQ =⑤ なので AC =⑩
よて , RS : AC = -⑪②

= ① :⑩

よ 。 て ODRSCODAC

において
,
底辺をそれぞれ

*
@

RS ,
AC とすると, 高 さは

ー 等 しいので
,
面積比 は

底辺比 と 等 しい
。

ゆえに ODRS : ODAC = 1 10
.



DRS の 面積 を ① とすると ODAC の 面積は⑩

⑨ より

ー ロ ー
BP : BA = BQ :BC4
: . 4 BQ = BC

ー ③ ロ,
"

BC = BQTQC より

4 BQ = BQ tQC ⇒ 3 BQ = QC

よ , て , BQ = QC = 1 : 3
.

⇒ AD : BC = 回 ④

ODAC と 台形 ABCD において
0 DAC の 底辺 → DA

台形 ABCD の 上底 ,下底 → ADBC

とすると 高 さが 等 しいのODAC と 台形 ABCD

の 面積比 は 底辺 ε 上 底 + 下底 の 比 に 等 しい

注⑨
ODAC = I × AD × 高 さ

台 形 ABCD =

) × 高 さ

2

⇒面積比 は AD : AD + BC

8 ～④

よって
,

0 DAC : 台形 ABCD = 1 : 3
～

⑩



:
.

台形 ABCD = 3 ×⑩
= ⑩

よって

ODRS : 台形 ABCD = ① : ⑪

したがて

ODRS は 台形 ABCD の面積の

⑤
問 1

点 p
.

点 Q
,
点 M を 含 む 面 で 考 える

A

).
p ⑥の

B ③M D

く
Q0600

.

C

MP + MQ が 最短となるのは , PQ が ABIPQ ,

CDIPQ となるときである 。

∞ ABC は 正 三角形 なので
∠ PAM = 600

よて , σ APH は 30
- 60- 90 ~

の 迫角 三角形
である 。

⇒ AP : AM - PM = 1 : 23



点 M は AC の 中 点 であり AC = 6 cm なので

AM = 3 cm

よて
,

AP : AM = 1 : 2
µ

⇒ AP = 3 cm

点 P は 毎秒 1 cm で進 むので MPtHQ =C が

最短 となるのは 点 P が 点 A を 出発 して 予秒後
～

である 。

問 2
.

難問

方針
立体 A - BCD の 底面 を

OACD

⇒立体 B . ACD
～～

立体 Q - APM の 底面 を
OAMQ

と 考える
。

⇒ 立体 P -AMQL

OACD ,
LAM Q は 同一 平面 上 にあるので

2 つの 立体 の 高 さの 比 は BC : PC となる 。

⇒ 立体 B - ACD の体積から 底面積比 と 高 さ 比 を

使て 求 める



立体 の 体積 についてB - ACD

O BCD について

底辺 を CD とすると/ 高 さは 3 √3cmmm
6

X300
- 600- 90 ”

の 直角

1 三角形 より

しまた , 点 A から 下 ろした
「 3=

入0ー
のH う

垂線 の 足 である H は「
√

ノ

60
= OBCD の 重心 であり06二

中線を② : ① に 分 ける

よって BH = 3 √3 × 5 = 23 cm

NABH で 三平方 の 定理 より

H =√0
)=

.

=26 cm

よて , 立体 A - BCD の 体積 は

Ix 6 × 3√ B
×26 × B = 18 f cm

～

～

( 参考 ) 一辺 が a cm の 正四面体 の 体積 は

⑫ a
3

で 求 めることができる



次 に , OAMQ と OACD の面積比を考 える

* A

3 4 < $

Mr M
⑦

B

③

∞
ー

33

0
QCR/

C D C D

点 M から AD に 垂線 を 下 ろした 点 を S

点 C から AD に 垂線 を 下 ろした 点 を R とする

点 M は AC の 中 点 であり MS 1/ CR なので

中点連結定理 から

MS = ICR
= ③ 「B cm

よて

OAMQ : OACD = 1 × 4 × 53 : 上 × 6 × 3B

= 3√ 3 :9B

= に 3

⇒ OAMQ = BOACD
また , 立体 B - ACD と 立体 P - AMQ の 高 さの 比 は

BC : PC = 6 : 4 なので PC = BBC
よって 求 める 体積 は

182 × 5 y 5 = 4f cm～


